
●口腔リハビリテーション科  Division of Rehabilitation for Speech and Swallowing Disorders

1. 所属構成員等
教 授 菊谷　武（院長）, 田村文誉（科長）
准 教 授 高橋賢晃, 佐藤路子
講 師 児玉実穂（医長）, 町田麗子, 戸原　雄, 山田裕之（多摩医長）, 宮下直也
助 教 関　妃美子, 礒田友子, 小川賀子, 元開早絵, 古屋裕康, 仲澤裕次郎, 田中公美,

高橋育美, 加藤陽子, 市川陽子, 坂詰智仁, 青嶋美紀
非常勤歯科
医 師

伊藤瑞希, 黒田直希

臨 床 教 授 米山武義, 大井裕子, 渥美　聡, 吉田光由, 五島朋幸
臨床准教授 花形哲夫
臨 床 講 師 森　寛子, 田代晴基, 鈴木　亮, 佐々木由香, 西方浩一, 須釜槙子, 大石朋子, 岡

澤仁志, 平澤玲子, 佐々木力丸, 佐川敬一朗, 横田悠里, 永島圭悟, 新藤広基, 池
田哲也, 宮下大志, 大久保正彦 , 福井智子, 久野彰子

レジデント 宮城　航, 鈴木健太朗, 宮地祥生, 岸　知仁, 小島　綾, 手銭ひろ, 大日方雪乃,
中井由美子（歯科衛生士）, 野口映美（歯科衛生士）

2. 研究テーマ
1) 摂食嚥下リハビリテーション  Dysphagia rehabilitation.
2) 高齢者に対する歯科診療  Dental treatment for older adults.
3) 歯科訪問診療  Home Visiting Dental Care.
4) 摂食嚥下障害者の咀嚼運動  Masticatory movement in older patients with

eating difficulties.
5) コミュニケーション障害患者のリハビリテーション  Speech and language

therapy in communication disorders.
6) 高次脳機能障害患者の社会復帰支援  Social problem for person with traumatic

brain injury and their significant others.
7) 誤嚥性肺炎と口腔ケア  Aspiration pneumonia and oral health care.
8) 障害児の摂食機能  Feeding function of disabled children.
9) 小児の摂食機能の発達と障害  Development and disabilities of feeding in

children.
10) 地域包括ケアシステムに対応可能な歯科医師育成プログラムの構築  Development

of cultivation program for dentist for the regional comprehension system.

3. 今年度の研究上の特筆すべき事項
受賞
1) 昭和上條医療賞, 田村文誉, 2024年12月24日, 東京都多摩地域における医療的ケア

児への在宅歯科医療の普及.
2) 日本障害者歯科学会優秀論文賞, 加藤陽子，田村文誉，高橋賢晃，水上美樹，菊谷

武, 2024年12月14日, 重度嚥下障害を有する脳性麻痺児に干渉波電気刺激法を併用
した摂食機能療法を行い一部経口摂取にいたった一例.

3) 一般社団法人日本老年歯科医学会　優秀課題口演賞「口腔機能」, 市川陽子, 2024
年6月29日, 地域在住高齢女性におけるオトガイ舌骨筋の硬度と舌運動機能・舌
圧・筋量との関連.

特許
記載事項なし

その他
1) 田中公美: 日本老年歯科医学会，専門医取得．
2) 加藤陽子: 日本老年歯科医学会，専門医取得．
3) 市川陽子: 日本老年歯科医学会，専門医取得．
4) 伊藤瑞希: 日本老年歯科医学会，認定医取得．
5) 市川陽子: 日本老年歯科医学会，摂食機能療法専門歯科医師取得．
6) 宮城　航: 日本摂食嚥下リハビリテーション学会，認定士取得．
7) 黒田直希: 日本摂食嚥下リハビリテーション学会，認定士取得．



4. 学位取得者
記載事項なし

5. 主催学会等
1) 口腔連携強化加算セミナー, 東京, 2024年5月20日, 講師：菊谷　武，佐藤路子.
2) 日本歯科大学附属病院令和6年度こども研修会　小児在宅医療, 東京, 2024年11月

28日, 講演：児玉実穂，元開早絵.
3) 日本歯科大学附属病院令和6年度こども研修会　小児在宅医療, Web, 2025年1月16

日, 講師：田村文誉，町田麗子.
4) 日本歯科大学附属病院口腔リハビリテーション科摂食嚥下研修会, Web, 2025年3月

6日, 講師：田村文誉.

6. 国内外の研究交流状況
1) 古屋裕康は令和6年4月より，University of Texas Health Science Center at San

Antonio, School of Health Professions（指導教員：Professor Giselle
Carnaby）にて研究留学中である．パーキンソン病患者を対象に，嚥下機能と口腔
内環境を多面的に評価する摂食嚥下リハビリテーションに関する研究に取り組んで
いる．口腔内細菌の解析を取り入れた新たな評価手法の確立を目指しており，今後
の臨床応用につなげることを目的としている．現地の教員や研究者との連携を通じ
て，国際的な視点と先進的な研究手法を学びながら，研究を遂行中である．

7. 外部・学内研究費
1) 科学研究費助成事業 (学術研究助成基金助成金), 若手研究, (継続), 2021～2024,

重症心身障害児に対する早期介入を目指した画一的な摂食指導プログラムの開発,
元開早絵(代表), 4,550,000円, 2024年度.

2) 科学研究費助成事業 (学術研究助成基金助成金), 基盤研究（C）, (継続), 2022～
2024, 超音波せん断波エラストグラフィを用いた舌筋の新しい質的評価法の確立,
市川陽子(代表), 岩田　洋(分担), 3,770,000円, 2024年度，60,000円

3) 科学研究費助成事業 (学術研究助成基金助成金), 基盤研究（C）, (新規), 2023～
2026, 小児の口腔内の耐性菌を解析すれば抗菌薬の選択と耐性菌獲得予防に繋が
る, 山田裕之(代表), 田村文誉，高橋幸裕(分担), 4,680,000円, 2024年度,
780,000円

4) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 若手研究, (継続), 2023～
2026, 神経変性疾患による運動障害は咀嚼運動にどう影響を与えるか, 加藤陽子
(代表), 4,680,000円, 2024年度，130,000円

5) 科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金), 基盤研究（C）, (新規), 2024～
2027, 多施設共同コホート構築による歯科訪問診療の効果とその効果に与える因子
の検討, 菊谷　武(代表), 古屋純一，市川陽子(分担), 4,550,000円, 2024年度，
2,210,000円

6) 科学研究費助成事業 (学術研究助成基金助成金), 基盤研究（C）, (新規), 2024～
2026, 経皮的電気刺激による新たなプロトコールを用いた舌訓練法の研究, 高橋賢
晃(代表), 戸原　雄(分担), 4,420,000円, 2024年度，2,340,000円

7) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金, 若手研究, (新規), 2024～2025,
体幹角度調整が嚥下へ与える影響の解明, 坂詰智仁(代表), 4,810,000円, 2024年
度，3,640,000円

8) 厚生労働科学研究費　厚生労働行政推進調査事業費, 地域医療基盤開発推進研究事
業, (新規), 2024～2026, シームレスな歯科医師養成を加速する歯科医師国家試験
出題基準の改定に向けた研究, 斎藤隆史(代表), 中村誠司，丹羽　均，山下秀一
郎，池田　通，河野文昭，新田　浩，葛西一貴，山本龍生，仲野和彦，内藤真理
子，田村文誉，里村一人，天野　修，前川眞一(分担), 1,463,000円, 2024年度.

8. 研究業績
A. 著書



1. 1) 菊谷　武 (分担執筆) : COLUMN「ペコぱんだ」, 66-66, 水口俊介　編著，一般
社団法人日本老年歯科医学会　監修, かかりつけ歯科医のための口腔機能低下症入
門　2024年保険改定対応, 第1版, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2024, ISBN
978-4-88510-5944-4.
2) 田村文誉，菊谷　武 (分担執筆) : 嚥下機能低下, 76-83, 水口俊介　編著，一
般社団法人日本老年歯科医学会　監修, かかりつけ歯科医のための口腔機能低下症
入門　2024年保険改定対応, 第1版, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2024, ISBN
978-4-88510-5944-4.

2. 田村文誉，山田裕之 (分担執筆) : 1章　乳幼児期および少年期、Ⅱ編　生活の質
の向上に向けた口腔機能の獲得・維持・向上における歯科保健指導, 108-121, 小
方頼昌，三浦宏子，吉田直美　編集，公益社団法人日本歯科衛生士会　監修, 新歯
科保健指導ハンドブック　ライフコースに沿った歯・口腔の健康づくりの展開にむ
けて, 第1版, 医歯薬出版, 東京, 2024, ISBN 978-4-263-42329-5.

3. 田村文誉 (分担執筆) : 第5章　発達障害による摂食嚥下障害, 183-210, 稲本陽
子，高野麻美　編著, クリア言語聴覚療法９　摂食嚥下障害, 第1版, 建帛社, 東
京, 2024, ISBN 978-4-7679-4559-0.

4. 田村文誉，戸原　雄，山田裕之，加藤陽子 (分担執筆) : 口腔管理, 150-177, 生
活期におけるリハビリテーション・栄養・口腔管理の協働に関するケアガイドライ
ン、生活期におけるリハビリテーション・栄養・口腔管理の協働に関するケアガイ
ドラインおよびマニュアルの整備に資する研究」班 厚生労働科学研究費補助金
（長寿科学政策研究事業）, 生活期におけるリハビリテーション・栄養・口腔管理
の協働に関するケアガイドライン, 第1版, 医学書院, 東京, 2024, ISBN 978-4-
260-05592-5.

5. 菊谷　武 (分担執筆) : 発話、嚥下に関わる口腔機能のトレーニング, 1394-1396,
「JOHNS」編集委員会, JOHNS 40巻11号　特集　外来ではじめよう！音声・発話・
嚥下のトレーニング, 第1版, 東京医学社, 東京, 2024, ISBN 978-4-88563-585-4.

6. 山田裕之 (共著) , 最新言語聴覚学講座 臨床歯科医学・口腔外科学, 第1版, 医歯
薬出版株式会社, 東京, 2024, ISBN 978-4-263-27073-8.

7. 高橋賢晃 (分担執筆) : 高齢者の摂食嚥下機能に合わせた食形態の選定法, 226-
227, 北村和夫　編著, 続・日常臨床のレベルアップ＆ヒント67選, 第1版, デンタ
ルダイヤモンド社, 東京, 2025, ISBN 978-4-88510-622-4.

8. 田村文誉 (共著) , 医療的ケア児の栄養療法サポートブック, 第1版, 診断と治療
社, 東京, 2025, ISBN 978-4-7878-2697-8 C3047.

9. 1) 佐藤路子 (分担執筆) : 治療の場における考慮, 120-122, 森戸光彦　監修, 歯
科衛生士講座　高齢者歯科学, 第4版, 永末書店, 東京, 2025, ISBN 978-4-8160-
1451-2.
2) 佐藤路子 (分担執筆) : 患者のステージによる配慮, 122-124, 森戸光彦　監
修, 歯科衛生士講座　高齢者歯科学, 第4版, 永末書店, 東京, 2025, ISBN 978-4-
8160-1451-2.
3) 高橋賢晃 (分担執筆) : 服薬管理, 160-162, 森戸光彦　監修, 歯科衛生士講座
高齢者歯科学, 第4版, 永末書店, 東京, 2025, ISBN 978-4-8160-1451-2.

B. 原著
1) Watanabe D, Yoshida T, Watanabe Y, Yokoyama K, Yamada Y, Kikutani T,

Yoshida M(7th), Miyachi M(8th), Kimura M(9th) (9 authors): Oral frailty is
associated with mortality independently of physical and psychological
frailty among older adults, ◎◇Exp Gerontol. , 2024; 191: 1-7, doi:
10.1016/j.exger.2024.112446, https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/38679352/（参
照2025年3月31日）.

2) Tanaka Y, Matsuyama M, Tamura F, Mizukami M, Tanaka K, Kikutani T: Factors
involved in picky eating in children with disabilities visiting outpatient
clinics to receive feeding therapy, ☆◎Spec Care Dentist, 2024; 44(6):
1671-1679, doi: doi.org/10.1111/scd.13034.



3) Tanaka K, Tominaga T, Kikutani T, Sakuda T, Tomida H, Tanaka Y, Mizukoshi
A(7th), Ichikawa Y(8th), Ozeki M(9th), Takahashi N(10th), Tamura F(11th)
(11 authors): Oral status of older adults receiving home medical care: A
cross-sectional study, ☆◎◇Geriatr Gerontol Int, 2024; 24(7): 706-714,
doi: 10.1111/ggi.14917, https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/38830832/（参照
2025年3月31日）.

4) Ichikawa Y, Kikutani T, Sumi M, Iwata H, Takahashi N, Tohara T, Ozeki
M(7th), Tamura F(8th) (8 authors): Intramuscular condition of swallowing-
related muscles using shear-wave elastography: A preliminary study in
healthy adults, ☆◎J Oral Rehabil, 2024; 51(11): 2405-2414, doi:
10.1111/joor.13844.

5) Yamada H , Tamura F, Kikutani T: Number of children with developmental
insufficiency of oral function: A study using Japan's national databas, ☆
◎Pediatric Dental Journal, 2025; 35(1): , doi:
https://doi.org/10.1016/j.pdj.2024.11.005.

6) Tanaka K, Kikutani T, Takahashi N, Tohara T, Futuya H, Ichikawa Y,
Komagata Y(7th), Mizukoshi A(8th), Ozeki M(9th), Tamura F(10th), Tominaga
T(11th) (11 authors): A prospective cohort study on factors related to
dental care and continuation of care for older adults receiving home
medical care, ☆◎Odontology, 2025; 113(2): 776-787, doi: 10.1007/s10266-
024-00984-4. .

7) 田村文誉, 駒形悠佳, 山田裕之, 礒田友子, 水上美樹, 田中祐子, 田部絢子(7th),
高橋　智(8th), 菊谷　武(9th) (9 authors): 食の問題に関するアンケート　第2
報：小学生から高校生まで, ◯口腔リハビリ誌, 2025; 37: 9-15.

8) 山田裕之, 田村文誉, 駒形悠佳, 礒田友子, 水上美樹, 田中祐子, 田部絢子(7th),
高橋　智(8th), 菊谷　武(9th) (9 authors): 食の問題に関するアンケート　第1
報：離乳完了後から就学前まで, ◯口腔リハビリ誌, 2025; 37: 1-8.

9) 尾関麻衣子, 遠又靖丈, 平澤玲子, 高橋賢晃, 戸原　雄, 古屋裕康, 田中公美
(8th), 加藤陽子(9th), 市川陽子(10th), 田村文誉(11th), ＊菊谷　武(12th) (12
authors): 舌圧と栄養状態との関連：歯科外来患者を対象とした横断研究, ◯◇老
年歯科医学, 2025; 39（4）: 216-224, doi:
https://doi.org/10.11259/jsg.39.4_216（参照2025年4月25日）.

C. 総説・解説
1) Okubo M, Morishita M, Odani T, Sakaguchi H, Kikutani T, Kokabu S: The

importance of taste on swallowing function., ◎◇Front Nutr., 2024; 11: .
2) 菊谷　武: 3．在宅で食べるを支える心と技, ○◇日老医誌, 2024; 61（3）: 291-

295.
3) 田村文誉: Ⅳ食べられない子どもへの対応　摂食・嚥下機能面から　食べる機能の

障害とその対応法.小児科診療, 2024; 87(7): 813-816.
4) 田村文誉: 【知っておきたい知識】②重症心身障害児の摂食嚥下.小児看護, 2024;

47(10): 1173-1178.
5) 田村文誉, 山田裕之: 特集／知っておきたい！脳性麻痺のリハビリテーション診療

脳性麻痺の歯科診療.MB Med Reha, 2025; 311: 29-34.

D. 報告（臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等）・紀要
1) 菊谷　武: かんで食べる　調理の工夫.読売新聞, 2024; 14-14.
2) 菊谷　武: リハビリテーション関連職の現状と展望　8．歯科医師・歯科衛生士.J.

of Clinical Rehabilitation 33巻14号 AWGC2023基準の悪液質とリハビリテーショ
ン医療, 2024; 1457-1459.

3) 菊谷　武: 歯科が行う食支援を考える.歯界展望 144巻 4号, 2024; 727-737.
4) 田村文誉: 日本障害者歯科学会「摂食機能療法の手引き」「行動調整ガイドライ

ン」の目的とは、高齢化する障害者、適切な対応が必要（取材）.日本歯科新聞,
2024; 2305: 14-14.

5) 田村文誉: 医療的ケア児の歯科支援　小児在宅歯科の重要性強調（取材）.医療タ
イムス, 2024; 2866: 5-5.



6) 田村文誉: 情報発信 サイト「i iha」 https://iiha.mhlw.go.jp/（サイト上に掲
載）土佐兄弟の「歯科検診へ行こう」.読売新聞社/厚生労働省, 2024.

7) 田村文誉: オンラインであばれる君とクイズ対決！健康な歯ってなんだろう。ピカ
ピカ歯磨きチャレンジ（オンラインライブセミナー　2024年11月17日）.読売新聞
社/小学館/厚生労働省, 2024.

8) 田村文誉: No.581　摂食機能から考える離乳の進め方.小児科診療Up-to-Date
Pediatric Practice　ラジオNIKKEI 放送内容集, 2024; 69: 14.
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E. 翻訳
特記事項なし

F. 学術大会発表
1) 北詰栄里，高橋賢晃，菊谷　武，戸原　雄，保母妃美子，礒田友子，古屋裕康，仲

澤裕次郎，加藤陽子，市川陽子，坂詰智仁，青嶋美紀，田村文誉，窪木拓男. 口腔
機能評価と嚥下障害との関連. 第35回日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラ
ム・抄録集, 2024; 30.
https://confit.atlas.jp/guide/event/gero35/subject/P-14/advanced（参照2025
年4月1日）.

2) 常清美佑，松尾幸子，縄田和歌子，佐藤路子，森田浩光，尾崎　茜. 歯科部門のな
い高度急性期病院にて訪問診療による周術期口腔機能管理を行った高齢患者につい
ての調査・検討. 第35回日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラム・抄録集,
2024; 43. https://confit.atlas.jp/guide/event/gero35/subject/P-14/advanced
（参照2025年4月1日）.

3) 宮下直也，市川陽子，加藤陽子，仲澤裕次郎，黒田直希，宮城　航，吉田光由，田
村文誉，菊谷　武. 地域在住健康高齢者の口腔内細菌数と口腔機能およびフレイル
との関連. 第35回日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラム・抄録集, 2024;
41. https://confit.atlas.jp/guide/event/gero35/subject/P-14/advanced（参照
2025年4月1日）.



4) 鰕原賀子，元開早絵，児玉実穂，町田麗子，田村文誉，菊谷　武. 大腿骨骨折で手
術適応となった高齢入院患者の口腔機能と食形態との関係. 第35回日本老年歯科医
学会総会・学術大会プログラム・抄録集, 2024; O2-7.
https://confit.atlas.jp/guide/event/gero34/subject/P10/detail?lang=ja（参
照2025年4月1日）.

5) 元開早絵. 口腔悪性腫瘍術後患者に対する舌接触補助床の適応における咬合高径に
関する検討. 第35回日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラム・抄録集,
2024; 58. https://confit.atlas.jp/guide/event/gero35/subject/P-14/advanced
（参照2025年4月1日）.

6) 市川陽子，加藤陽子，宮下直也，仲澤裕次郎，黒田直希，宮城　航，吉田光由，田
村文誉，菊谷　武. 地域在住高齢女性のオトガイ舌骨筋の硬度と舌運動機能・筋
力・筋量との関連. 第35回日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラム・抄録
集, 2024; 29. https://confit.atlas.jp/guide/event/gero35/subject/P-
14/advanced（参照2025年4月1日）.

7) 市川陽子. 入院を契機に嚥下障害が顕在化したパーキンソン病患者の機能維持およ
び改善にとりくんだ一例. 第35回日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラム・
抄録集, 2024; 57. https://confit.atlas.jp/guide/event/gero35/subject/P-
14/advanced（参照2025年4月1日）.

8) 伊藤瑞希，菊谷　武. 義歯を外すことにより口腔感覚が賦活化され食事時間が改善
した症例. 第35回日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラム・抄録集, 2024;
55. https://confit.atlas.jp/guide/event/gero35/subject/P-14/advanced（参照
2025年4月1日）.

9) 田村文誉，水上美樹，加藤陽子，尾関麻衣子，古屋裕康，菊谷　武. 原因不明の拒
食を呈するCHARGE症候群児への歯科訪問診療. 第6回在宅医療連合学会プログラ
ム・抄録集, 2024; 877.
https://www.convention.micework.jp/jahcm2024/6jahcmAbstract_0721.pdf.

10) 坂詰智仁，菊谷　武，田中公美，古屋裕康，加藤陽子，富田浩子，尾関麻衣子，田
村文誉，大井裕子. 当クリニックにおける終末期在宅がん患者に対する口腔管理.
第6回在宅医療連合学会プログラム・抄録集, 2024; 555.
http://www.convention.micework.jp/jahcm2024/6jahcmAbstract.0721.pdf.

11) 田中　麗，赤城裕理，川久保葉，中澤典子，柳澤智仁，田村道子，白井淳子，菊谷
武. 保健所による摂食嚥下機能支援シンポジウム開催報告. 第30回日本摂食嚥下リ
ハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集, 2024; 28(3): S250.
https://confit.atlas.jp/guide/event/jsdr2024/subject/P8-01/detail?lang=ja
（参照2025年4月1日）.

12) 高橋賢晃，伊藤瑞希，戸原　雄，田村文誉，菊谷　武. 経皮的電気刺激を用いた舌
訓練法についての検討. 第30回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会プロ
グラム・抄録集, 2024; 28(3): S227.
https://confit.atlas.jp/guide/event/jsdr2024/subject/P8-01/detail?lang=ja
（参照2025年4月1日）.

13) 鰕原賀子，瀬木谷彰仁，元開早絵，町田麗子，児玉実穂，田辺知宏，田村文誉，菊
谷武. 後期高齢大腿骨骨折患者における口腔の評価と転帰との関係. 第30回日本摂
食嚥下リハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集, 2024; 28(3): S252.
https://confit.atlas.jp/guide/event/jsdr2024/subject/P8-01/detail?lang=ja
（参照2025年4月1日）.

14) 礒田友子，田村文誉，高橋　智，田部絢子，保母妃美子，水上美樹，菊谷　武. 養
育環境の整備が偏食の改善に有効であった一症例. 第30回日本摂食嚥下リハビリ
テーション学会学術大会プログラム・抄録集, 2024; 482.

15) 森田浩光，香川豊宏，島津　篤，佐藤路子，児玉　淳，内田竜司，山中　富，宮園
真美. 多職種連携による口腔健康管理マニュアルの歯学教育への活用の成果. 第43
回日本歯科医学教育学会総会・学術大会プログラム・抄録集, 2024; 83.

16) 高橋賢晃. 歯科を併設していない急性期病院における口腔機能管理. 東邦医学会雑
誌, 2024; 71(2): 101.

17) 市川陽子，角　美佐，菊谷　武. 地域在住高齢女性におけるオトガイ舌骨筋の硬度
と舌運動機能・舌筋力・筋量との関連. NPO法人日本歯科放射線学会第5回秋季学術
大会プログラム・抄録集, 2024; 45.



18) 山田裕之，尾関麻衣子，田村文誉. ⼩児と障害児への栄養相談について⾏政栄養⼠
を対象に確認したオンライン調査. 第83回日本公衆衛生学会総会抄録集, 2024;
504.

19) 大日方雪乃，礒田友子，山田裕之，田村文誉，菊谷　武. 口腔の感覚過敏が口腔機
能発達の遅れに影響した一症例. 第38回日本口腔リハビリテーション学会学術大会
プログラム・抄録集, 2024; 41.
https://www.jaor.jp/meeting/file/meet_38/jaor38_abstract.pdf?20241122（参
照2025年4月1日）.

20) 三木将生，宮城　航，波多野朱里，水上美樹，田村文誉，菊谷　武. 某歯科大学に
所属する学生における食行動の問題. 第38回日本口腔リハビリテーション学会学術
大会プログラム・抄録集, 2024; 43.
https://www.jaor.jp/meeting/file/meet_38/jaor38_abstract.pdf?20241122（参
照2025年4月1日）.

21) 坂詰智仁，菊谷　武，佐藤路子. レボドパの服用方法を変更し舌の黒色変化を減少
させた1症例. 第38回日本口腔リハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録
集, 2024; 47.
https://www.jaor.jp/meeting/file/meet_38/jaor38_abstract.pdf?20241122（参
照2025年4月1日）.

22) 松尾幸子，今井裕子，薬師寺正道，中島正人，縄田和歌子，築地　優，天野郁子，
田崎園子，尾崎　茜，利光拓也，平塚正雄，佐藤路子，森田浩光. 感染性内膜炎発
症患者と口腔状態の関連性について. 第41回日本障害者歯科学会総会・学術大会プ
ログラム・抄録集, 2024; 166.
https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=202402273146395869（参照2025年
4月1日）.

23) 町田麗子, 児玉実穂，元開早絵，高橋育美，田村文誉，菊谷　武. 重度摂食嚥下障
害を有する医療的ケア児への歯科訪問診療における摂食嚥下リハビリテーションの
中断要因の検討. 第41回日本障害者歯科学会総会・学術大会プログラム・抄録集,
2024; 31. https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=202402273146395869
（参照2025年4月1日）.

24) 礒田友子，田村文誉，山田裕之，鈴木健太朗，水上美樹，西澤加代子，高橋賢晃，
保母妃美子，手銭ひろ，大日方雪乃，菊谷　武. 小児用の舌圧トレーニング用具を
用いた能動的訓練法の検証. 第41回日本障害者歯科学会総会・学術大会プログラ
ム・抄録集, 2024; 282.
https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=202402273146395869（参照2025年
4月1日）.

25) 加藤陽子，菊谷　武，田村文誉. 長期服薬歴のある統合失調症患者の嚥下困難感が
摂食機能療法で改善した一例. 第41回日本障害者歯科学会総会・学術大会プログラ
ム・抄録集, 2024; 156.
https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=202402273146395869（参照2025年
4月1日）.

26) 手銭ひろ，山田裕之，田中祐子，岸　知仁，田村文誉，菊谷　武. 極低出生体重児
に対して歯科訪問診療で摂食機能の支援を行った一例. 第41回日本障害者歯科学会
総会・学術大会プログラム・抄録集, 2024; 271.
https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=202402273146395869（参照2025年
4月1日）.

27) 水越新人，加藤陽子，田村文誉，山田裕之，尾関麻衣子，水上美樹，田中祐子，菊
谷　武. 小児の摂食指導でMSWが包括的に支援を行った一症例. 第41回日本障害者
歯科学会総会・学術大会プログラム・抄録集, 2024; 158.
https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=202402273146395869（参照2025年
4月1日）.

28) 田中公美，菊谷　武，水越新人，田中祐子，富田浩子，戸原雄 ，古屋裕康 ，市川
陽子，尾関麻衣子，高橋賢晃，佐藤路子，田村文誉. 在宅療養高齢者の口腔内環境
と歯科訪問診療に関する包括的研究. 第41回日本障害者歯科学会総会・学術大会プ
ログラム・抄録集, 2024; 300.
https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=202402273146395869（参照2025年
4月1日）.



29) 薬師寺正道，中島正人，松尾幸子，林田悠作，福田安理，今井裕子，佐藤路子，森
田浩光. 義歯コーティング剤による口腔内細菌および口腔カンジダ菌の抑制効果.
第34回日本有病者歯科医療学会総会学術大会, 2024; 104.

G. 講演
1) 特別講演・シンポジウム等での講演

1) 田村文誉: 口腔機能の発達支援　―現状と展望―　（座長）, 第62回日本小児歯科
学会大会, シンポジウム, 神奈川県横須賀市 (2024年5月16日).

2) 戸原　雄: 理学療法士と多職種のコラボレーション, 日本理学療法士学会, シンポ
ジウム, 東京 (2024年6月29日).

3) 菊谷　武: 人生の最終段階まで寄り添う歯科の可能性と課題, 日本老年歯科医学会
第35回学術大会, シンポジウム, 札幌市 (2024年6月30日).

4) 菊谷　武: 終末期患者に対する歯科治療、摂食指導、口腔衛生管理における
IMADOKOの活用, 第6回日本在宅医療連合学会大会, シンポジウム, 千葉市 (2024年
7月20日).

5) 菊谷　武: 在宅療養患者の食べるを支える、食べられないを支える, 第6回日本在
宅医療連合学会大会, シンポジウム, 千葉市 (2024年7月21日).

6) 菊谷　武: 食べるを支える、食べられないを支える, 第30回日本摂食嚥下リハビリ
テーション学会学術大会, 教育講演, 福岡市 (2024年8月30日).

7) 菊谷　武: 起こりえる未来：メインテナンスに通えなくなる時 どうする？どう備
える？, 公益社団法人　日本口腔インプラント学会　第44回　東北・北海道支部学
術大会, シンポジウム, 山形県山形市 (2024年9月15日).

8) Tamura F: A guide to dysphagia rehabilitation for children and persons
with disabilities in the developmental stage, iADH 2024 Seoul, レクチャー,
Banghwa-daero, Gangseo-gu, Seoul (2024年9月29日).

9) 田村文誉: 東京都多摩地区における小児在宅歯科医療連携のあゆみ（座長／コー
ディネーター）, 第39回日本小児歯科学会関東地方会, シンポジウム, 府中市
(2024年10月6日).

10) 菊谷　武: 住み慣れた地域で暮らし続けるために ―在宅支援から見えてきたもの
―, 第38回一般社団法人日本口腔リハビリテーション学会学術大会 , 基調講演,
東京 (2024年12月7日).

11) 田村文誉: 在宅で療養しているこどもの口腔の健康を地域で支える, 第41回日本障
害者歯科学会総会および学術大会, シンポジウム, 沖縄県宜野湾市 (2024年12月14

12) 菊谷　武: 地域における食支援―食べるを支える、食べられないを支える―, 第28
回日本病態栄養学会年次学術集会, 合同パネルディスカッション, 京都市 (2025年
1月18日).

13) 田村文誉: 子どもの食べる機能の問題, 第11回日本小児診療多職種学会, 教育講
演, 広島市 (2025年3月8日).

2) 講演会・研究会・研修会等での講演
1) 加藤陽子: 子どもたちが楽しく安全に食べるために, 令和6年東京都立八王子東特

別支援学校摂食支援研修, 東京 (2024年4月4日)．
2) 児玉実穂: 摂食機能の発達と障害特性をふまえた支援について, 令和6年度摂食指

導研修会, 東京 (2024年4月9日)．
3) 礒田友子: 口腔・嚥下機能の基礎と安全な摂食指導, 東京都立小平特別支援学校摂

食支援研修, 東京 (2024年4月9日)．
4) 田村文誉: 小児在宅歯科医療関係・食育・栄養指導等, 令和5・6年度神奈川県障害

者歯科医療担当者研修会, 横浜市 (2024年4月11日)．
5) 市川陽子: せん断波エラストグラフィによるオトガイ舌筋・オトガイ舌骨筋の硬度

評価：健常成人での検討, 日本歯科大学校友会学術フォーラム2024, 東京 (2024年
4月14日)．

6) 菊谷　武: 歯科と認知症, 神奈川県保険医協会主催第3回市民公開講座, 横浜市
(2024年4月20日)．

7) 菊谷　武: あなたの老いは舌から始まる―舌を鍛えて、寝たきり予防―, 「ドリー
ムスクエア北越谷」オープン一周年記念セミナー, 埼玉県越谷市 (2024年4月20

8) 関　妃美子: 発達や障害に応じた摂食指導の基礎と具体的な介助方法について, あ
すの子園講演会, 東京 (2024年4月30日)．



9) 元開早絵: おいしく楽しく安全に食べるために, R6年度東京都立多摩桜の丘学園保
護者向け摂食指導学習会, 東京 (2024年5月9日)．

10) 田村文誉: 摂食機能から考える離乳の進め方, 日経ラジオ「小児科診療UP to
DATE」, 東京 (2024年5月14日)．

11) 菊谷　武: 効率的、効果的な口腔衛生管理のための
口腔・鼻腔吸引を学ぶ, 日本歯科衛生士会 第5次生涯研修制度「特別研修」, 東京
(2024年5月26日)．

12) 菊谷　武: 歯科訪問診療事始め（１）, 福岡研修会, 福岡市 (2024年5月29日)．
13) 菊谷　武: 歯科が活躍するミールラウンド＆カンファレンス　―食べるための口を

作る？だったら食べるところをみないとね―, 札幌市歯科医師会, 札幌市 (2024年
5月31日)．

14) 田村文誉: 口腔機能の発達と咀嚼嚥下に課題がある子への支援の方法について, 杉
並区こども家庭部主催上荻保育園職員研修会, 東京 (2024年6月12日)．

15) 鰕原賀子: 歯科標榜のない病院における歯科との連携～リハ・栄養・口腔連携体制
の構築に向けて～, AMG医療審議会, 埼玉県上尾市 (2024年6月12日)．

16) 田村文誉: 小児の口腔機能をはぐくむ, 熊谷市学校保健会第49回口腔衛生講演会,
埼玉県熊谷市 (2024年6月20日)．

17) 菊谷　武: 歯科訪問診療事始め（２）, PHIJ　福岡研修会, 福岡市 (2024年6月21
日)．

18) 田村文誉: 重症心身障害者の口腔ケア, 雪印ビーンスターク株式会社主催口腔ケア
webセミナー, Web (2024年6月26日)．

19) 菊谷　武: 口腔バイオフィルム感染症―その臨床症状と対応法―, 日本老年歯科医
学会第35回学術大会　スイーツセミナー, 札幌市 (2024年6月29日)．

20) 町田麗子: スペシャルニーズ児の歯科訪問診療, 1D(ワンディー株式会社）, Web
(2024年7月3日)．

21) 菊谷　武: くちの老いに歯科はどう対応するのか？, 静岡県田方歯科医師会研修
会, 静岡県伊豆の国市 (2024年7月6日)．

22) 田村文誉: 医療的ケア児の理解と小児在宅歯科医療～口腔疾患の重症化予防のため
の歯科訪問診療～, 令和6年度在宅歯科医療連携室整備事業　歯・口腔に関わる在
宅療養支援サポート研修会, 北海道函館市 (2024年7月6日)．

23) 戸原　雄: 口腔連携強化加算セミナー, 西東京市主催多職種研修, 東京 (2024年7
月11日)．

24) 田村文誉: ミルクから離乳食への移行期を考える, 第67回全国乳児院研修会, 奈良
県奈良市 (2024年7月12日)．

25) 菊谷　武: 歯科訪問診療事始め（３）, PHIJ　福岡研修会, 福岡市 (2024年7月16
日)．

26) 児玉実穂: 妊婦の口腔内環境変化と安心安全な歯科治療～マイナス1歳からの口腔
管理～, 学術講演会, 東京 (2024年7月17日)．

27) 菊谷　武: 在宅療養を支える栄養・口腔の情報共有の重要性, 第6回日本在宅医療
連合学会大会ワークショップ, 千葉市 (2024年7月21日)．

28) 菊谷　武: 歯科と認知症, すこやか歯科健診研修会, 東京 (2024年7月22日)．
29) 山田裕之: 摂食指導の基本について, 都立清瀬特別支援学校 教員対象摂食指導研

修会, 東京 (2024年7月23日)．
30) 菊谷　武: 忘れないで、口のこと, 武蔵野中央病院研修会, 東京 (2024年7月26

日)．
31) 菊谷　武: 在宅での摂食支援, 令和6年度第２回公益社団法人岩手県栄養士会生涯

教育研修会, 岩手県盛岡市 (2024年7月27日)．
32) 菊谷　武: 食べるを考える, 大崎歯科医師会, 宮城県大崎市 (2024年7月28日)．
33) 戸原　雄: 歯科衛生士が知っておくべき高齢者の薬剤, みなづき会, 東京 (2024年

7月28日)．
34) 山田裕之: 食べる機能に関連した口腔機能発達不全症の評価と指導, 品川区歯科医

師会 令和6年度第1回嘱託歯科医・学校歯科医研修会, 東京 (2024年7月30日)．
35) 菊谷　武: 歯科訪問診療事始め（４）, PHIJ福岡研修会, 福岡市 (2024年8月2

日)．
36) 菊谷　武: 「食べるを最期まで支える覚悟ー食べるを支える、食べられないを支え

るー」, 札幌市歯科医師会, 札幌市 (2024年8月3日)．



37) 菊谷　武: 歯科が実践する食支援, 株式会社大塚製薬工場営業本部社内研修会, 東
京 (2024年8月5日)．

38) 菊谷　武: 大妻女子大学栄養士・管理栄養士スキルアップセンター, 大妻女子大
学, 東京 (2024年8月15日)．

39) 菊谷　武: お家に行こう！―訪問診療事始め―, 第77回北海道歯科学術大会, 札幌
市 (2024年8月17日)．

40) 菊谷　武: 成人歯科検診の検査法と意義, 令和6年度成人歯科健康診査事業研修会,
東京 (2024年8月23日)．

41) 田村文誉: 摂食嚥下機能の発達段階と段階に合わせた介助方法について, 小平特別
支援学校職員研修会, 東京 (2024年8月26日)．

42) 田村文誉: 摂食嚥下について基本から理解しよう！～子どもから成人まで　ライフ
ステージごとのポイント～, 令和6年度第5回栄養管理講習会　摂食嚥下機能支援研
修会, 東京 (2024年8月27日)．

43) 山田裕之: 口腔機能発達不全症の評価と管理と指導訓練, 埼玉県保険医協会学術講
演会, さいたま市 (2024年8月27日)．

44) 田村文誉: 摂食嚥下について基本から理解しよう！～子どもから成人まで　ライフ
ステージごとのポイント～, 令和6年度第5回栄養管理講習会　摂食嚥下機能支援研
修会, 東京 (2024年8月27日)．

45) 田村文誉: 口腔ケア、摂食・嚥下について, 令和6年度訪問看護師等育成研修, Web
(2024年9月2日)．

46) 菊谷　武: 食べるメカニズムを知り食べる支援につなげる, 大和高田市立病院, 奈
良県大和高田市 (2024年9月5日)．

47) 菊谷　武: あなたの老いは舌から始まる, 社会福祉法人かがやき　地域福祉講演
会, 埼玉県春日部市 (2024年9月6日)．

48) 菊谷　武: 食事中のゴホン！それは、重大なサインかも？？―食べることの基礎知
識と誤嚥性肺炎予防―, 公益社団法人東京都小平市歯科医師会・小平市在宅医療介
護連携推進協議会共催　市民公開講座, 東京 (2024年9月7日)．

49) 田村文誉: 医療的ケア児への歯科からのサポートを考える, 長野県歯科衛生士会研
修会, 長野県佐久市 (2024年9月8日)．

50) 菊谷　武: しあわせを、いのちを守る　口腔ケア, 第三回多摩口腔ケアwebinar
Series2, 東京 (2024年9月12日)．

51) 菊谷　武: 口腔ケア研修会, 品川口腔機能向上ケア研修会, 東京 (2024年9月13
日)．

52) 戸原　雄: ミールラウンドでの外部評価のポイント・食事形態の選定, 社会福祉法
人 三幸福祉会主催　管理栄養士 職掌別研修, 東京 (2024年9月13日)．

53) 山田裕之: 触覚過敏のある方への口腔管理について〜脱感作の方法を取り入れて
〜, 多摩府中保健所　令和6年度障害者施設等歯科保健研修会, 東京 (2024年9月17
日)．

54) 田中祐子: 摂食嚥下訓練, 令和6年度認定歯科衛生士セミナー　摂食嚥下リハビリ
テーションコース, Web (2024年9月20日)．

55) 高橋賢晃: 認知症患者の食べるを支える, 地域医療介護総合確保対策事業　歯科医
療従事者認知症対応力向上研修セミナー, 北海道虻田郡倶知安町 (2024年9月22
日)．

56) 菊谷　武: 歯科と認知症, 玉川歯科医師会　すこやか歯科健診研修会, 東京 (2024
年9月27日)．

57) 菊谷　武: 認知症とオーラルフレイル～口腔ケアの重要性について～, 医療法人東
北医療福祉会山形厚生病院創立二十五周年記念式典　祝賀講演会, 山形県山形市
(2024年10月5日)．

58) 菊谷　武: 在宅歯科診療について, 神奈川県歯科医師会在宅歯科医療推進研修会,
横浜市 (2024年10月6日)．

59) 高橋賢晃: 人生100年時代に必要な口の健康, 高崎市市民公開講座, 群馬県高崎市
(2024年10月6日)．

60) 児玉実穂: お子さんが楽しく安全にべられるための食べる機能の獲得について, 口
腔保健支援講演会, 千葉県船橋市 (2024年10月6日)．

61) 菊谷　武: オーラルフレイルって知ってますか？―いつまでも楽しく、おいしく食
べる秘訣とは―, 東京都糖尿病協会公開講座第46回中央ブロック糖尿病教室, 東京
(2024年10月19日)．



62) 宮下直也: 障害のある方の歯科受診について, 川瀬歯科医院研修会, 東京 (2024年
10月21日)．

63) 戸原　雄: 何度でも学びたい！ミールラウンド～多職種連携でみる高齢者の食の安
全と楽しみ～, 西高保健所研修会, 東京 (2024年10月24日)．

64) 山田裕之: 発達障害のある乳幼児の食の困難と発達支援, 府中市母子保健従事者研
修会, 東京 (2024年10月25日)．

65) 田村文誉: 解説　Down症候群の歯科診療における診断と処置方法　ガイドライン
2022, 新潟県歯科医師会障害者歯科センター学会, Web (2024年10月27日)．

66) 高橋賢晃: 認知症患者の食べるを支える, 地域医療介護総合確保対策事業　歯科医
療従事者認知症対応力向上研修セミナー, 北海道虻田郡倶知安町 (2024年10月27
日)．

67) 山田裕之: 障害者歯科診療における行動調整ガイドライン 2024 についての解説,
新潟県歯科医学大会, 新潟市 (2024年10月27日)．

68) 菊谷　武: 報酬改定における口腔・栄養・リハの三位一体の取り組みについて, 第
28回船橋市地域リハビリテーション研究大会, Web (2024年10月30日)．

69) 菊谷　武: 摂食支援研修会, 南多摩保健所　摂食嚥下機能支援研修会（医療職向
け）, 東京 (2024年10月31日)．

70) 児玉実穂: 食べる機能の発達と訓練・介助, 令和6年度摂食指導研修会, 千葉県船
橋市 (2024年10月31日)．

71) 高橋賢晃: 認知症患者の食べるを支える, 地域医療介護総合確保対策事業　歯科医
療従事者認知症対応力向上研修セミナー, 北海道虻田郡倶知安町 (2024年11月3
日)．

72) 児玉実穂: 妊婦の虚空内環境変化と口腔管理～マイナス1歳からの口腔管理～, 公
衆衛生講演会, 東京 (2024年11月15日)．

73) 菊谷　武: 在宅医療における摂食嚥下障害の診断とその対処方法について, 令和6
年度在宅歯科医療連携室機能強化事業モデル地域研修会, 長崎県天草市 (2024年11
月16日)．

74) 礒田友子: 乳幼児期の口腔機能の発達と、口腔機能を育む食からの支援, 小平市内
保育園給食職員研修会, Web (2024年11月18日)．

75) 高橋賢晃: 認知症患者の食べるを支える, 地域医療介護総合確保対策事業　歯科医
療従事者認知症対応力向上研修セミナー, 北海道虻田郡倶知安町 (2024年11月23
日)．

76) 戸原　雄: ワークショップ　ミールラウンド, 岡山県委託事業「死生学とアドバン
スケアプランニングを取り入れた要介護高齢者の尊厳を最期まで守る多職種連携口
腔栄養関連サービスの推進事業」公開セミナー, 岡山県津山市 (2024年11月24

77) 田村文誉: 摂食嚥下障害援助論Ⅳ, 令和6年度摂食嚥下障害認定看護師教育課程,
Web (2024年11月25日)．

78) 菊谷　武: あなたの老いは舌からはじまる, 令和6年度船橋市口腔保健支援事業口
腔ケア実技講習会, 千葉県船橋市 (2024年11月28日)．

79) 菊谷　武: 何を観て、何をするのか？食べることの支援のキホン, 府中市福祉保健
部健康推進課主催　摂食嚥下研修会, 東京 (2024年11月28日)．

80) 田村文誉: 口腔機能発達不全症の診断とその対応, 国分寺歯科医師会主催講演会,
東京 (2024年11月28日)．

81) 山田裕之: 子どもの食べる機能への対応と支援について, 世田谷区砧保育園 研修
会, 東京 (2024年11月28日)．

82) 田村文誉: 口腔機能発達不全症の診断とその対応, 国分寺歯科医師会主催講演会,
東京 (2024年11月28日)．

83) 菊谷　武: 歯科と認知症～歯科医院で知る、支える認知症～, 令和6年度第2回東京
都歯科医師会認知症対応力向上研修, 東京 (2024年11月29日)．

84) 菊谷　武: 高齢者に対する口腔機能低下防止, 令和6年度高齢者の保健事業に関わ
る医療専門職の人材育成研修, 東京 (2024年11月29日)．

85) 田村文誉: 摂食嚥下障害援助論Ⅳ, 令和6年度摂食嚥下障害認定看護師教育課程,
Web (2024年11月29日)．

86) 菊谷　武: 高齢者に対する口腔機能低下防止, 令和6年度高齢者の保健事業に関わ
る医療専門職の人材育成研修, 東京 (2024年12月6日)．

87) 菊谷　武: 多摩立川保健所研修会, 令和6年度摂食嚥下機能支援事例検討会, 東京
(2024年12月20日)．



88) 坂詰智仁: 口腔ケアならびに口腔機能の基礎知識を学ぶ, 訪問介護員向け研修会,
東京 (2024年12月20日)．

89) 菊谷　武: 千代田区区民公開講座, 日本歯科大学, 東京 (2024年12月21日)．
90) 田村文誉: 食べる機能の発達と支援, 埼玉県乳児院連絡協議会研修会, さいたま市

(2025年1月10日)．
91) 戸原　雄: 要介護高齢者の食べる機能とその支援, 町田市保健所主催歯科保健研修

会, 東京 (2025年1月21日)．
92) 田村文誉: 幼児の口腔機能の診断と保健指導のポイント, 静岡県歯科公衆衛生研修

会, Web (2025年1月23日)．
93) 菊谷　武: 口はどう老いていくのか, 歯学会講演, 東京 (2025年1月26日)．
94) 菊谷　武: 口の終い方―8020の先に見えてきたもの―, 高知県日本歯科大学校友会

学術講演会, 東京 (2025年1月26日)．
95) 菊谷　武: 歯科と認知症―歯科で知る、支える認知症―, 令和6年度岡崎市幸田町

合同開催口腔フレイル予防講演会, 愛知県岡崎市 (2025年1月26日)．
96) 菊谷　武: オーラルフレイルについて考える～いつまでも健口（けんこう）を目指

して～, 摂食嚥下機能支援シンポジウム, Web (2025年1月26日)．
97) 菊谷　武: 認知症と歯科～認知症になる前にすること、認知症になったらすること

～, 令和6年度摂食嚥下機能支援研修会（介護職向け）, 東京 (2025年1月30日)．
98) 菊谷　武: 何を観て，何をするのか？　ー食べることの支援のキホンー, 北区摂食

事例検討会, 東京 (2025年1月31日)．
99) 田村文誉: 障がい児・者の「食べる」を支える～摂食嚥下機能と食事支援～, 町田

市保健所主催　歯科保健講習会（障がい者施設職員対象）, Web (2025年2月上旬～
3月中旬（配信）)．

100) 菊谷　武: 食べるを支える、食べられないを支える―地域における食支援―, 令和
6年度嚥下機能評価を行える歯科医師・医療従事者育成のための研修会, 横浜市
(2025年2月2日)．

101) 田村文誉: 小児の摂食嚥下障害, 広島県歯科衛生士会主催令和6年度介護予防口腔
機能向上研修会, Web (2025年2月2日)．

102) 田村文誉: たましょう歯から学ぶ地域での小児在宅歯科支援, 埼玉県歯科医師会主
催令和6年度小児在宅歯科医療研修会, さいたま市 (2025年2月6日)．

103) 田村文誉: 咀嚼嚥下の基本（正常と異常時を知る）と利用者の高齢化に気づくため
の注意点, すだちの里すぎなみ施設内研修, 東京 (2025年2月7日)．

104) 菊谷　武: 終末期の食支援, 全国在宅支援歯科連合会, 東京 (2025年2月9日)．
105) 高橋賢晃: 認知症患者の食べるを支える, 地域医療介護総合確保対策事業　歯科医

療従事者認知症対応力向上研修セミナー, 札幌市 (2025年2月9日)．
106) 町田麗子: 周術期口腔機能管理と退院時カンファレンス, 歯科医師臨床研修指導医

講習会, 東京 (2025年2月9日)．
107) 田村文誉: 小児在宅歯科医療の地域連携について, 東京都心身障害者口腔保健セン

ター主催　歯科医療連携協力医研修会, Web (2025年2月13日)．
108) 菊谷　武: オーラルフレイルをしっていますか？, 磐周歯科医師会オーラルフレイ

ル予防研修会, 静岡県磐田市 (2025年2月16日)．
109) 関　妃美子: 口腔機能の発達に対応した食の進め方～安全に給食を提供するために

～, 国分寺市子どもの発達センターつくしんぼ研修会, 東京 (2025年2月20日)．
110) 田村文誉: こどもの口腔機能について, 熊谷医師会主催　第17回園保健会全大会,

Web (2025年2月21日)．
111) 山田裕之: MFTの保険にまつわる講義 口腔機能発達不全症, 日本歯科大学校友会豊

島支部 学術講演会, 東京 (2025年2月21日)．
112) 戸原　雄: 内視鏡を用いない嚥下評価　食事観察と頸部聴診による食事形態の設

定, 令和6年度在宅歯科医療連携室機能強化事業　在宅歯科医療研修会, 熊本市
(2025年2月22日)．

113) 菊谷　武: 食べること生きること, 岡山県事業, 岡山市 (2025年2月22日)．
114) 菊谷　武: 在宅医療における摂食嚥下について, 令和6年度在宅歯科医療連携室機

能強化事業　在宅歯科医療研修会, 熊本市 (2025年2月22日)．
115) 戸原 雄: 歯科訪問診療のいろは, 武蔵野市歯科医師会研修会, 東京 (2025年2月27

日)．



116) 菊谷　武: 食べること生きること, 岡山県委託事業　「死生学とアドバンスケアプ
ランニングを取り入れた要介護高齢者の尊厳を最期まで守る多職種連携口腔栄養関
連サービスの推進事業」第17回公開セミナー, 岡山県津山市 (2025年3月2日)．

117) 高橋賢晃: ミールラウンド, 岡山県委託事業　「死生学とアドバンスケアプランニ
ングを取り入れた要介護高齢者の尊厳を最期まで守る多職種連携口腔栄養関連サー
ビスの推進事業」第17回公開セミナー, 岡山県津山市 (2025年3月2日)．

118) 田村文誉: 歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応　2025　最新
情報＆アドバンス, 歯科医師向けeラーニングDH-KEN WEB講演会, Web (2025年3月
15日)．

119) 加藤陽子: 障害のある方の摂食支援, 令和6年度施設職員・介助者向け障害者歯科
保健研修会, Web (2024年3月13日)．

120) 菊谷　武: 口の老いに私たちはどう対応するのか, 茨城県歯科医師会, 茨城県牛久
市 (2025年3月30日)．

H. その他の出版物
記載事項なし


